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問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
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３
１
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９

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
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係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

　「
褒
め
て
育
て
よ
う
」
と
、
よ
く
聞
い

た
り
見
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

　
た
と
え
ば
、
飽
き
っ
ぽ
く
て
す
ぐ
に

他
の
物
に
気
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
、
つ
い
直
そ
う
と
し

ま
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
の
直
ら
な
い
こ

と
は
、
た
と
え
「
短
所
」
で
あ
っ
て
も
、

「
長
所
の
裏
返
し
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
長
所
」
と
し
て
捉
え
て
、
伸

ば
し
て
見
る
っ
て
ス
テ
キ
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

　
結
果
だ
け
を
褒
め
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
過
程
に
あ
る
も
の
を
褒
め
る
こ
と

で
、「
短
所
を
長
所
に
変
え
る
」
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
黄
色
い
リ
ボ
ン
は
、
あ
な
た
の
取
り

組
み
を
応
援
し
ま
す
！

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市
民

意
識
調
査
報
告
　
―
７
回
目
―

　「
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
す
た

め
に
必
要
な
こ
と
」
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　「
家
族
間
で
お
互
い
の
立
場
を
理
解

し
、家
事
分
担
な
ど
を
話
し
合
う
こ
と
」

が
最
も
必
要
だ
と
言
う
意
見
が
多
く
、

　
相
談
窓
口
で
は
、
相
続
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
放
棄
す
る
場
合
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
質
問
》

　
事
業
を
し
て
い
た
父
が
、
多
額
の
借

金
を
残
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
父
の

財
産
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
借
金
を
払

わ
な
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。（
私
に

は
妹
が
2
人
い
ま
す
）

《
答
え
》

　
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
時
か
ら
3
か
月
以
内
に
相
続
の
放
棄

を
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
れ
ば
借
金

を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

○
相
続
人
は
、
被
相
続
人

　
が
死
亡
す
る
と
同
時
に
、

　
そ
の
人
の
全
財
産
（
プ

　
ラ
ス
の
財
産
と
マ
イ
ナ

　
ス
の
財
産
）
を
、
法
定

　
相
続
分
に
応
じ
て
受
け

　
継
ぎ
ま
す
。
こ
の
質
問

　
の
場
合
、
原
則
と
し
て

　
配
偶
者
（
母
）
が
2
分

黄
色
い
リ
ボ
ン
�
「
ほ
め
よ
う
！
」

　
の
1
、
子
ど
も
3
人
が
そ
れ
ぞ
れ
6

　
分
の
1
の
借
金
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。
相
続
放
棄
を
す
る
と
、

　
プ
ラ
ス
の
財
産
（
被
相
続
人
名
義
の

　
土
地
や
建
物
、
預
金
な
ど
）
も
相
続

　
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に

　
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
図
の
よ
う
に
配
偶
者
が
放
棄
す
る
と

　
第
1
順
位
の
相
続
人
へ
、
第
1
順
位

　
の
相
続
人
が
放
棄
す
る
と
第
２
順
位

　
の
相
続
人
へ
、
第
2
順
位
の
相
続
人

　
が
放
棄
す
る
と
第
3
順
位
の
相
続
人

　
へ
受
け
継
が
れ
ま
す
。

次
に
は
「
家
事
な
ど
を
性
別
に
よ
ら
ず

で
き
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
」
が
必
要

だ
と
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た「
育
児
・

介
護
を
社
会
で
支
え
る
制
度
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
」
も
必
要
と
あ
げ
ら
れ
、
私

た
ち
が
、
男
女
の
性
に
偏
ら
ず
お
互
い

尊
重
し
合
い
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
団
体
の
ご
紹
介

☆
「
母
子
寡
婦
福
祉
会
」
☆

　
母
子
家
庭
の
自
立
更
生
と
社
会
的
地

位
の
向
上
、
寡
婦
家
庭
の
福
祉
相
互
の

連
絡
調
整
を
計
り
、
そ
の
健
全
な
る
活

動
を
促
進
し
、
母
子
寡
婦
家
庭
の
福
祉

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
団
体
で
す
。

“
女
性
サ
ロ
ン
室
”
の
ご
利
用
を
！

開
催
日
　
９
月
１
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

相
続
放
棄
の
手
続
き

図
　
相
続
順
位
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私たちの学校生活

Our School Life!

校 

訓

剛 

… 

何
事
に
も
く
じ
け
な
い
強
い
意
志
で
事
に
あ
た
る

和 

… 

わ
が
心
の
和
を
求
め
、
誠
実
を
も
っ
て
人
と
協
調
す
る

新 

… 

向
上
心
を
持
ち
、
日
々
新
た
な
自
分
を
創
る

　
校
訓
「
剛
・
和
・
新
」
の
も
と
に
培
わ
れ
た
、
良

き
伝
統
と
落
ち
着
い
た
校
風
を
継
承
し
つ
つ
、
今
、

新
た
に
「
地
道
な
日
々
の
教
育
活
動
を
大
切
に
実
践

す
る
学
校
づ
く
り
」
を
基
礎
に
据
え
、
地
域
か
ら
愛

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
「
知
・
徳
・
体
」

の
実
践
を
図
り
、「
文
武
両
道
」
を
目
指
し
た
取
組
を

生
徒
、
職
員
が
一
体
と
な
り
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
の
伝
統
校
と
し
て
、
現
在
は

全
校
生
徒
３
３
２
人
で
10
学
級
の
学
校
に
な
り
ま
し

た
が
、
個
々
の
生
徒
の
よ
り
高
い
進
路
目
標
実
現
に

向
け
て
、
師
弟
同
行
、
率
先
垂
範
の
姿
勢
の
保
持
に

努
め
、
着
実
な
進
歩
と
実
践
を
生
徒
・
職
員
が
一
丸

と
な
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
部
活
動
面
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
１
月
の
15
人
制

県
大
会
で
３
位
、
３
月
の
７
人
制
県
大
会
は
優
勝
し
、

５
人
の
部
員
が
鹿
児
島
県
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
６
月
の
高
校
総
体
で
は

準
優
勝
を
果
た
し
、
九
州
大
会
（
沖
縄
県
）
に
県
代

表
校
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
上
部
か
ら

は
県
下
一
周
駅
伝
伊
佐
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
１
人
が

選
ば
れ
、
女
子
バ
レ
ー
部
は
新
入
部
員
加
入
に
よ
り

久
し
ぶ
り
に
春
季
地
区
大
会
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

更
に
美
術
部
が
８
月
の
「
ま
ん
が
甲
子
園
」（
高
知
県

開
催
）
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
体
育
系
・
文
化
系
と

も
に
活
気
あ
る
活
躍
を
し
て
い
る
学
校
で
す
。

大口高等学校

▲各部活動代表者

「
剛
・
和
・
新
」

　本校は、今年で創立 88 周年を迎えた北薩地域の伝
統校です。多くの卒業生が県内外を問わず各界で活躍
しています。４月に着任以来、伝統の重みを感じなが
ら「剛・和・新」の校訓のもと、文武両道を目指し、
地域に愛され期待される学校の実現のため全職員一丸
となり取り組んでいます。また、多くの地域の方々の
温かいご支援に感謝しつつ、一人ひとりの生徒を大事
にした指導及びその進路実現に努めています。

大口高等学校
　山下　茂久　校長

学校長から一言
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？
　
　
　
　
　
　
　
　

　
結
核
菌
と
い
う
細
菌
が
体
の
中
に
入
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
主
に
肺
の

内
部
で
増
え
て
、
肺
が
腫
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

続
い
て
肺
が
壊
れ
て
い
き
、
呼
吸
す
る
力
が

低
下
し
ま
す
。

　
結
核
の
初
期
症
状
は
カ
ゼ
と
似
て
い
ま
す

が
、
せ
き
、
痰た
ん

、
発
熱
（
微
熱
）
な
ど
の
症

状
が
長
く
続
く
の
が
特
徴
で
す
。

　
薬
を
飲
め
ば
完
治
で
き
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
で
も
１
日
に
約
60
人
の
新
し
い

患
者
が
発
生
し
、
１
割
が
命
を
落
と
し
て
い

る
日
本
の
重
大
な
感
染
症
な
の
で
す
。

結
核
は
ど
う
感
染
す
る
の
？

　
結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
、
せ
き
や
く

し
ゃ
み
を
す
る
と
飛し
ぶ
き沫
と
共
に
結
核
菌
が
飛

び
散
り
、
そ
れ
を
他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
り
「
感
染
」
し
ま
す
。
結
核
菌
を
吸
い

込
ん
で
も
必
ず
「
感
染
」
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
体
の
抵
抗
力
に

よ
り
追
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
感
染
」

し
て
も
必
ず
「
発
病
」
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

通
常
は
免
疫
力
に
よ
り
結
核
菌
の
増
殖
を
抑

え
込
み
ま
す
。
免
疫
力
で
の
結
核
菌
の
増
殖

を
抑
え
き
れ
な
く
な
る
と
結
核
を
発
病
し
ま

す
。

も
し
結
核
に
感
染
し
た
ら
？

　
注
意
を
し
て
い
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
怖
が
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
週
間
以
上
、
せ
き
や

痰た
ん

、
微
熱
が
続
く
よ
う
で
し
た
ら
、
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
結
核
と
診
断
さ
れ

て
も
、
き
ち
ん
と
薬
を
服
用
す
れ
ば
治
り
ま

す
。
た
だ
し
、
治
療
途
中
で
薬
を
飲
む
の
を

や
め
て
し
ま
っ
た
り
、
指
示
さ
れ
た
通
り
に

薬
を
飲
ま

な
か
っ
た

り
す
る
と
、

結
核
菌
が

長
な が び

引くせき
4 4

は　赤信号！

結核予防週間　９月 24 日～ 30 日

結核発病の
メカニズム

図解

薬
に
対
し
て
抵
抗
力
（
耐
性
）
を
持
っ
て
し

ま
い
、
薬
の
効
か
な
い
結
核
菌
（
耐
性
菌
）

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

結
核
を
予
防
す
る
に
は
？

　
免
疫
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
、
適

度
な
運
動
な
ど
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　
結
核
と
い
う
病
気
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。
　
参
考
：
財
団
法
人
結
核
予
防
会
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
プラチナデータ 　東野圭吾
　ＤＮＡ法案が可決し、検挙率が上がるなか、科
学捜査を嘲笑うかのような連続殺人事件が発生。
ＤＮＡ捜査システムの検索結果は「ＮＯＴ　ＦＯ
ＵＮＤ」。犯人はこの世に存在しないのか？
　『パピルス』掲載を加筆・修正。　

【９月の休館日】
９月 ６日（月） ・13 日（月）・21 日（火）・27 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　９月 25 日（土）　10:30 ～
場　所　大口図書館
ブックスタートを開催します
日　時　９月 18 日（土）10:30 ～（１時間程度）
場　所　大口ふれあいセンター１階和室１・２
内　容　絵本が入ったブックスタートパックのプレゼント、
　　　　読み聞かせなど。
対象者　出産予定の人、２歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　　で初めて参加される人。なお当日は母子健康手帳
　　　　をご持参ください。
※ブックスタートパックは子どもさん１人につき１つ差し
　上げます。参加につきましては、9 月 16 日（木）までに
　大口図書館までご連絡ください。

新納忠元ゆかりの地めぐりツアー
期　日　９月 25 日（土）
※詳細については、P18 のお知らせをご
　覧ください。

【図書館へ献本】
永山保雄さん　　（尾之上）
岡田理来さん　　（朝日町）
長町和夫さん　　（神奈川県）
小園由美子さん　（福岡県）

【　児　童　】
うがいライオン 長谷川義史
ぼんちゃんのぼんやすみ あおきひろえ
パパとニルスもっとおおきくなったらね！ マーカス・フィスター

【　一　般　】
西巷説百物語 京極夏彦
ブレイズメス 1990 海堂尊
吸涙鬼 市川拓司




